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①オリエンテー
ション
②めあての確認

③場の準備や基
本的なルール
の確認
④試しのゲーム

④対面パス
⑤円陣パス

④円陣パス
⑤席移動パス

④試しのゲーム1

⑥ゲーム1

④試しのゲーム2

⑥ゲーム2

④試しのゲーム3

⑥ゲーム3

ルールや、準備・
片付けの仕方
を知ろう。

①整列・挨拶・準備運動・用具や場の準備
②めあての確認

③ドリルゲーム（対面パス・円陣パス・席移動パス）③ラリーゲーム1

⑥ラリーゲーム2

⑤チームで話し合う。

⑦振り返り・片付け・挨拶 ⑥振り返り・片付け・挨拶

④ルールについて話し合う。

⑤総当たり戦で大会を行う。

ラリーが続くこつを見付けよう。 得点が入りや
すい隊形を考
えよう。

どこに返球し
たらよいのか
考えよう。

必要なルール
を考えよう。

ルールを工夫して、ソフトバレー
ボール大会を楽しもう。
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　ソフトバレーボールは、相手プレイヤーとの
身体接触がなく、ボールも柔らかいため、子供
にとっては安心して取り組めるゲームです。
　また、ラリーを続けるためにはチームの連携
（助け合い・支え合い）が必要不可欠であり、よ
りよい学級づくりの一助となることが期待でき
ます。しかし、自分がミスをしたということが
自分にも仲間にもわかりやすく、ミスが相手の
得点になるため、運動が苦手な子供が楽しいと
感じることができるよう、場の設定やルールを
工夫し、雰囲気づくりを大切にしながら授業を

行いましょう。
　また、授業では、全員が楽しいと感じること
ができるようにするために、ソフトバレーボー
ルを「する」楽しさだけでなく、「見る」「支える」
「知る」という楽しさを味わうことができるよう
にすることも大切です。
　得点を喜んだり、応援したりする「見る」楽
しさ、審判をしたり、得点をつけたりする「支
える」楽しさ、運動の行い方やこつ、作戦を「知
る」楽しさ等を味わうことができるよう、ねら
いを明確にして授業を行いましょう。

授業づくりのポイント

単元計画の例（全8時間）

ソフトバレー
ボールのゲー
ムの行い方、
場の準備や片
付けの仕方が
わかる。

味方が取りやすいよう、山なりの
ボールをパスしたり、ボールの落
下点に素早く移動したりする。
ボールの落下点に素早く移動した
り、名前を呼んだりするなど、ラ
リーを続けるこつを見付ける。

2回目に触る
人を決め、ネッ
トの近くにい
た方がよいこ
とに気付く。

相手コートの
奥やネット付
近など、相手
がいない所を
狙うと得点が
入りやすいこ
とに気付く。

みんなが楽し
むことができ
るルールを考
えることがで
きる。

みんなが楽しむことができるルー
ルを選択したり、チームで作戦を
立てたりして大会を楽しむことが
できる。
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みんなが主役！
みんなで得点・ソフトバレーボール！

主な年間指導計画
4月
5月
6月

7/8月
9月
10月
11月
12月
1月

2/3月

体つくり運動
陸上運動（走り幅跳び）
ボール運動（ネット型）
水泳運動
表現運動（表現）
陸上運動（ハードル走）
器械運動（マット）
ボール運動（ベースボール型）
器械運動（跳び箱）
ボール運動（ゴール）

ボール運動～ネット型～


